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会社概要

日本光電工業株式会社会社名

設 立 1951年8月

本 社 東京都新宿区西落合1-31-4

資本金 75億4千4百万円 （2017年3月31日現在）

売上高 連結1,662億円 （2017年3月期）

従業員数 連結4,934名 （2017年3月31日現在）

上場取引所 東証第一部 【証券コード：6849】
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■

■

●：開発拠点
■：生産拠点
●：販売拠点
●：生産、販売
●：開発、生産、販売

国 内
開発：埼玉県所沢市
生産：群馬県富岡市
営業所：全国123ヵ所

販売拠点：
ドイツ、フランス、スペイン、
イタリア、イギリス
試薬生産：イタリア

欧 州

開発・生産・販売：中国
生産・販売：マレーシア
販売拠点：
シンガポール、タイ、インド、
アラブ首長国連邦、韓国
試薬生産：インド

アジア州

開発：米国4ヵ所
治療機器の開発・生産・販売：
米国１ヵ所
販売拠点：
米国、メキシコ、コロンビア、ブラジル

米 州

グループ体制 ～開発・生産・販売拠点～
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（2017年4月1日現在 グループ29社）



病魔の克服と健康増進に

先端技術で挑戦することにより

世界に貢献すると共に

社員の豊かな生活を創造する

経営理念
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創業時から受け継ぐ想い

「一人の医者が救える命には限りがある。

しかし、医療機器なら、それを世界中に

広めることで限りない人々に貢献できる。」

わずか12名で発足

創業者

医学博士 荻野義夫

「『これは私達が開発したんだ』
と世界に向かって大きな声で言える
ような機器を１つでも多く。」

「本当のユーザーは医師の向こう
側にいる患者さんである。

患者さんに優しい機器を。」
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主力製品①「脳波計」

世界初

全交流
直記式
脳波装置

1951年

第6位:クリーブランドクリニック

現 在

第2位： ジョンズ・ホプキンス

世界中の研修医を
受け入れる米国トップ

クラスの病院が当社の
脳波計を使用

世界的な脳波計メーカー

※全米病院ランキング 神経内科・脳神経外科部門 （2016-2017年）
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てんかん、睡眠障害、脳腫瘍、

けがによる脳障害などの

診断に使われる検査機器です

頭に電極を着けて、脳波を

測定し、脳の活動状況を確認

脳波計とは

主力製品①「脳波計」
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EEGヘッドセットによる
脳波スクリーニング

簡単装着・測定

EEGヘッドセット AE-120A

脳波計やベッドサイド
モニタによる
脳波モニタリング

救急医療 ICU



主力製品②「生体情報モニタ」

患者さんの血圧、心電図、呼吸などを
連続的に測定。血圧が急に下がった場合
など、容態変化をアラームでお知らせ

生体情報モニタの役割
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主力製品②「生体情報モニタ」

「鳴り過ぎない」 アラーム

注 意

警 戒

緊 急

高

重
要
度

低

「見やすい」 アラーム

緊急度に応じて色分け

医療の安全に貢献

電極のズレや雑音の混入など
による誤アラームを大幅に低減
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国内唯一のＡＥＤメーカー

2004年7月から一般市民も使用できるようになり、
様々な施設への導入が進んでいます

日本企業ならではの細やかな
心配りで、ＡＥＤの普及に貢献
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主力製品③「ＡＥＤ (自動体外式除細動器）」

全国でAED講習会を実施 東京マラソン2017をAEDでサポート

©Tokyo Marathon Foundation



除細動器､AED、
心臓ペースメーカ､
人工呼吸器など

1,662億円

血球計数器や試薬、
仕入商品など

脳波計､心電計など
の検査機器

② 生体情報モニタ

① 生体計測機器

③治療機器

④その他

生体情報モニタ、

関連の消耗品、保守
サービスなど

売上高

22.6％

17.9％

25.8％

33.7％

売上構成比
（2016年度）

日本光電の４つの商品群
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患者さんに苦痛を与えない
「センサ技術」の開発に注力

1974年パルスオキシメータの原理を
世界で初めて開発

日本光電の強み①「技術力」

医療現場で世界標準
として使用されています 14

指先にセンサをはめるだけで

血液中の酸素飽和度（SpO2） を測定

＝

・痛みがない

・連続して測定

SpO2

速くてやさしい血圧測定

ヤワラカフ 2

iNIBP

カ
フ
圧

測定時間

iNIBP

従来の
減圧測定法

ディスポカフ

・カフを加圧している間に血圧測定

・「痛くない」「速くわかる」



日本光電の強み②「高い品質」

生体情報モニタ

（2016年12月 MD Buyline調査。10点満点、対象企業数8）

10年連続で顧客満足度No.1を獲得

米国の医療機関に対して、第三者評価会社が実施した調査結果
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「世界中のお客様から日本光電の“商品”“販売・サービス”は
トップクオリティと認められる」よう、グループ全部門の全ての
活動で品質を確保

開発・
設計

生産 物流 販売
サー
ビス

世界中の
お客様

１. 日本光電 9.2

８. B社 8.8

・
・
・
・



長期ビジョンと中期経営計画2
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売上高
（億円）

営業利益・
純利益
（億円）

業績推移
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長期ビジョン・中期経営計画

The CHANGE 2020 
-The Global Leader of Medical Solutions-

長期ビジョン （2010/4～2020/3）

10年間を３つのステージに分け、中期経営計画を策定・遂行

中期経営計画

TRANSFORM 2020SPEED UPⅢ

2010年4月 2013年４月 2017年４月

創立60周年を機に、10年後の2020年に向けた長期ビジョンを策定
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Strong Growth 2017

世界初の

革新的技術の確立
世界最高品質の確立

グローバルシェア

No.1の獲得

2020年の目指すべき将来像



中期経営計画 TRANSFORM 2020
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基本方針

１ ２高い顧客価値の創造 組織的な生産性の向上

6つの重要課題

企業体質の強化

世界トップクオリティの追求

技術開発力の強化

地域別事業

展開の強化

コア事業の

さらなる成長
新規事業の

創造

人財育成・組織風土改革

経営目標値（2020年3月期）

～高収益体質への変革～



耐衝撃試験室

電波暗室 シールドルーム 屋上庭園

技術開発力の強化
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総合技術開発センタ
（埼玉県所沢市）

総合技術開発センタ

技術競争力の強化と開発効率向上のため、
技術開発部門を移転・集約

充実した試験環境 部門を越えた交流の場

食堂

2016年10月

耐水試験室



コア事業のさらなる成長 －消耗品・サービス事業－
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� 消耗品・保守サービスの売上高は着実に拡大

� 特に消耗品の海外展開に注力

売上高
(百万円）

売上高比率
(％）【消耗品・保守サービス売上高の推移】

SpO2/CO2センサ、AED用使い捨て
パッド生産の自動化を推進

AEDパッド自動機

富岡第二工場川本生産センタ
（埼玉県深谷市）

消耗品

消耗品の国内生産拠点を拡充
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日 本

地域別事業展開の強化

新 興 国

アメリカ



世界の医療機器市場

出所：Medistat Worldwide Medical Market Forecasts To 2020. BMI Research ※1ドル＝110円で換算

11十億ドル16十億ドル

中南米

28十億ドル33十億ドル

19十億ドル
30十億ドル

アジア

23十億ドル
33十億ドル

中近東・アフリカ

9十億ドル13十億ドル

90十億ドル

108十億ドル

世界最大の市場

2016年

2021年

146十億ドル

188十億ドル

年平均５％成長。米国、新興国が牽引

【2016年】

336十億ドル（37.0兆円）
+97十億ドル（10.6兆円）

【2021年】

433十億ドル（47.6兆円）

4十億ドル 5十億ドル
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日 本 海 外

地域別売上高
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市場別構成比

官公立病院

30.2％

大 学

19.5％

※その他には、研究所、動物病院、消防など行政機関のほか、
ＡＥＤ納入先である学校や民間企業を含みます。

地域別構成比

アジア 州

30.4％

米 州

45.6％

（2016年度） （2016年度）

私立病院

23.2％

診 療 所

14.1％
日本売上高

1,247億円

売上高比率 75.0％

欧 州

16.8％

その他

7.2％

海外売上高

415億円

売上高比率 25.0％

その他

13.0％



日本：
高齢社会の医療ニーズに応える新たな成長基盤の構築
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� 病院経営の改善に貢献する
ソリューションの提供

� 地域医療連携に対応した
商品ポートフォリオの拡充

高度急性期・
急性期

回復期

慢性期

在宅ケア

診療所

ひとり暮らし高齢者向け健康みまもりサービス

� 販売・サービス体制の強化・再編

病院営業 ＧＰ※営業

販売子会社制

支社・支店制
への移行

※ＧＰ： General Practitioner 総合診療医

地域医療連携



世界最大・最先端のアメリカでの事業基盤の強化
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生体情報モニタ

脳神経系群 救命救急分野

・商品群の拡充
・戦略的M&A

� 新市場への進出

生体情報モニタ
市場シェア目標12％

ニューロトロニクス

NKUSラボ デフィブテック

日本光電イノベーションセンタ

オレンジメッド

日本光電アメリカ

� 市場ニーズへの迅速な対応、
高い顧客満足を可能とする
開発・販売・サービス体制の構築

モニタ事業拡大のため、
開発体制を強化

東海岸ユーザー向けにトレーニン
グ、
技術サポートを提供

東海岸オフィス

� 医療の質と効率の向上に貢献する
ソリューションの提供



新興国市場の医療ニーズに応える戦略的事業展開
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� インド、東南アジア、中南米市場における
現地生産化の推進、サービス体制の増強

日本光電
ブラジル日本光電

ラテンアメリカ

日本光電
メキシコ

日本光電
インディア

上海光電
日本光電
ミドルイースト

NKSバンコク

日本光電マレーシア

日本光電
シンガポール

日本光電コリア

� 中国開発・生産体制の増強

ボリュームゾーン市場向け
製品ラインアップの拡充



医療に国境はない

「医療に国境はない」

国や主義を超えて

人の病をいやすため

先端技術で挑戦
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株主様への還元について3

29



37 37
44 44

52

70 70

35 35 356

35%
27% 29%

25% 25% 25% 28% 29%
33%

29%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

0

10

20

30

40

50

60

70

80

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

（予想）

自己株式の消却・取得状況

利益配分の
基本方針

株主様への還元

配当利回り： 1.4％
（7月5日株価：2,568円）
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【１株当たり配当金・連結配当性向の推移】

連結配当性向

（円） 創立60周年
記念配当

株
式
分
割

2015/5
180万株を消却

2015/6、2016/3
計220万株を取得

自己株式保有：407万株
（持株比率：4.5％）

注）2015年4月1日を効力発生日として株式1株につき、2株の株式分割を実施。
2014年度までの数値は、株式分割前の実際の配当金の額を記載。

� 長期に亘って安定的な配当を継続

� 連結配当性向30％以上を目標

� 成長投資を継続 研究開発 設備投資 M&A、提携 人財育成
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株価推移
2015年4月1日から2017年7月5日までの株価推移

31

日経平均

日本光電

7月5日終値： 2,568円
時価総額： 2,304億円
単元： 100株
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株式情報

日本光電は
「JPX日経ｲﾝﾃﾞｯｸｽ400」採用銘柄です

日本光電 2014年度 2015年度 2016年度

ROE 11.9％ 10.7％ 9.1％

営業利益 159億円 164億円 135億円

時価総額（2017年7月5日時点） 2,304億円

独立社外取締役
（取締役総数の1/3 or 3名以上）

○（4名）

『監査等委員会設置会社』に移行しました
（2016年6月28日開催の株主総会で承認）



ホームページのご案内
当社ホームページを是非ご覧ください。

http://www.nihonkohden.co.jp/ir
〈ＩＲ情報〉

〈ＡＥＤ情報〉 http://www.aed-life.com

〈テレビ・映画で活躍する日本光電製品〉

http://www.nihonkohden.co.jp/ippan/media.html

日本光電 検索
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この資料に記載されている業績予想数値は、当社および当社グループ

会社の事業に関連する業界の動向、国内外の経済情勢、各種通貨間の

為替レートの変動など、業績に影響を与える要因についての現時点で

入手可能な情報を基にした見通しを前提としております。同数値は、

市況、競争状況、新商品導入の成否など多くの不確実な要因の影響を

受けます。

従って、実際の業績は、この資料に記載されている予想とは大きく異なる

場合がありますことをご承知おきください。

【担当部署】 経営戦略部

【連 絡 先】 ℡03-5996-8003


